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人
権
・
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
人
権
」
は
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
る
権
利
で
、
す
べ
て
の
人

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る

権
利
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活

に
潜
ん
で
い
る
人
権
問
題
を
す
く

い
上
げ
る
た
め
に
、
市
長
の
推
薦

に
よ
り
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受

け
た
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　

勝
山
市
で
は
７
人
の
方
が
委
嘱

を
受
け
、
次
の
よ
う
な
活
動
し
て

い
ま
す
。

①
定
例
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
・

嫌
が
ら
せ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
差
別
・

虐
待
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
悩

み
の
解
決
の
た
め
、
最
善
の
方
法

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

定
例
人
権
相
談

と　

き
▼
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
蘭
・
桜
の
間

②
啓
発
活
動
、
人
権
教
育

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い

て
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
小
中
学
校
で
の
人
権
の
花
の

配
付
や
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
募
集
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
や
保
育
園
、
小

学
校
を
訪
問
し
、
人
権
に
関
す
る

意
識
の
啓
発
を
す
る
な
ど
、
人
権

教
育
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
職
場
・
学
校
・

地
域
・
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
取
組
と
意
識
改
革

が
必
要
で
す
。

　

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

① 

講
座
、〝
か
つ
や
ま
の
ぞ
み
フ
ェ

ス
タ
〞
の
開
催

　

広
く
一
般
に
向
け
、
男
女
が
と

も
に
学
習
す
る
機
会
を
提
供
し
、

意
識
向
上
を
目
的
と
し
ま
す
。

② 

街
頭
啓
発
活
動
・
パ
ネ
ル
展
示

お
よ
び
男
女
共
同
参
画
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

　

地
域
や
家
庭
で
の
慣
習
や
、
性

別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
の
解
消

な
ど
の
意
識
啓
発
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

③
交
流
会
・
意
見
交
換
会
の
実
施

　

今
年
度
は
、
小
浜
市
男
女
共
同

参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
交
流
会

を
開
催
し
、
両
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
動
紹
介
を
行
っ
た
ほ
か
「
組
織

強
化
に
つ
い
て
」、「
男
女
共
同
参

画
社
会
の
推
進
の
た
め
に
」、
な

ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。
そ
の
意
見
を
一
部

ご
紹
介
し
ま
す
。

• 

地
域
の
会
議
に
出
席
し
て
も
、

女
性
も
一
歩
下
が
ら
ず
意
見
を

述
べ
る
べ
き

• 

性
別
で
は
な
く
、
得
意
分
野
に

応
じ
た
役
割
分
担
を
す
れ
ば
良

い
• 

得
意
な
こ
と
を
活
か
せ
る
環
境

づ
く
り
が
必
要

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

人
権
を
尊
重
し
た
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現

一
人
ひ
と
り
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

平
成
18
年
度
か
ら
３
期
９
年
３

か
月
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
活
動
さ
れ
た
比
良
野
八
郎

右
ヱ
門
さ
ん
（
73
）
＝
野
向
町
龍

谷
＝
が
、
任
期
満
了
に
よ
り
委
員

を
退
任
さ
れ
た
こ
と
に
際
し
、
法

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

１
月
１
日
、
法
務
大
臣
よ
り
新

た
に
２
人
の
方
が
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
間
で
す
。

（
再
）
宇
佐
美
千
春
さ
ん

＝
鹿
谷
町
東
遅
羽
口
＝

（
新
）
神
下
淳　

さ
ん

＝
野
向
町
龍
谷
＝

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

長
年
の
功
績
に

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介
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たくさんの応援を
ありがとう
ございます

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税  

１
５
５
件

１
５
５
件

１
１
４
４
万
４
千
円

１
１
４
４
万
４
千
円

（
Ｈ
27
・
３
〜
Ｈ
28
・
２
受
付
分
）

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付

金
は
、
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た

新
体
育
館
建
設
に
か
か
る
事
業
、

平
成
28
年
度
に
実
施
す
る
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
事
業
、
エ
コ
環
境
都

市
推
進
事
業
、
子
育
て
・
高
齢
者

福
祉
関
連
事
業
、
白
山
平
泉
寺
の

世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
な
ど
、

勝
山
市
の
幅
広
い
分
野
の
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

４
月
か
ら
の
変
更
点

●
終
了

　
「
新
体
育
館
建
設
」
コ
ー
ス

●
新
設

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
・

元
気
大
会
に
向
け
た
選
手
強
化

と
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
」

コ
ー
ス

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
開
始

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
か

ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
可
能

「ふるさと納税」寄付者一覧（受付順）
氏　名 住　所 金　額（円）

久保　江理　様 石川県 お名前のみ公表
角谷　　正　様 大阪府 30,000
酒井　直代　様 神奈川県 お名前のみ公表
勝見　健二　様 京都府 100,000
山岸　幸江　様 東京都 100,000
三谷　清子　様 京都府 100,000
三谷　信一　様 京都府 お名前のみ公表
皿澤　康孝　様 東京都 お名前のみ公表
皿澤　朝子　様 東京都 お名前のみ公表
安居　早苗　様 京都府 300,000
牧下　昭夫　様 茨城県 30,000
吉田　数子　様 大阪府 お名前のみ公表
武田三千代　様 千葉県 50,000
山内　陽子　様 福井市 200,000
近藤　義親　様 大阪府 100,000
㈱豊栄観光　様 勝山市 1,000,000
田村　幸代　様 大阪府 50,000
佐野　幸男　様 東京都 お名前のみ公表
金森　茂治　様 群馬県 お名前のみ公表
山口　正孝　様 愛知県 2,000,000
中下　正巳　様 奈良県 お名前のみ公表
田中　雅夫　様 和歌山県 お名前のみ公表
畑　　正髙　様 京都府 200,000
西野　　隆　様 石川県 200,000
山内　高嘉　様 東京都 30,000
米脇さとみ　様 富山県 50,000
国村　　守　様 石川県 30,000
森田さだを　様 愛知県 お名前のみ公表
廣田　政治　様 埼玉県 お名前のみ公表
宇野　文男　様 三重県 50,000
奥村與志夫（香代子）様 大阪府 100,000
龍　倫之助　様 東京都 500,000
鳥山　　悟　様 神奈川県 お名前のみ公表
松吉　蓉子　様 大阪府 お名前のみ公表
細野　　治　様 群馬県 200,000
木下　吉数　様 奈良県 50,000
岸下　武雄　様 神奈川県 お名前のみ公表
森瀬　博信　様 東京都 600,000
湯屋　基生　様 神奈川県 お名前のみ公表
建国記念奉祝者御一同　様 勝山市 50,000
※お名前の公表を承諾された方のみ掲載しています
　（県の共同窓口を通じた寄付を含む）
※ 紙面の都合上、3万円以上のご寄附をいただいた
方のみ掲載しています（全ての方のお名前は市
ホームページに掲載）

ふるさと納税の返礼品を募集します
　勝山市にふるさと納税をした方へ、返礼品として進
呈する商品の提供・発送に協賛いただける事業者を募
集します。
対 象事業者▶市内に事業所または事務所を有する法人
その他の団体または個人
返 礼品▶本市の魅力を伝えられ、市内で製造、加工、
採取、栽培、サービスの提供がなされているもの
返 礼品の価額▶4,000円相当以上、8,000円相当以上
（消費税・送料含む）の２種類
　※返礼品の代金は市が定額で負担します
申 請方法▶詳しくは未来創造課に設置の募集要項また
は市ホームページをご覧ください
第１次申請期限▶4月28日㈭

返礼品発送の流れ

申・問　未来創造課（市役所2階）☎88 ｰ 1115

寄附者 協賛事業者

勝山市役所

返礼品発送返礼品発送

ふるさとふるさと
納税納税

代金請求代金請求

発注発注


